
2025年度大東文化大学大学院文学研究科書道学専攻入学試験       問 題  

 

  前期課程/後期課程共通(春季入学試験)                         ２０２５年 ２月１５日 

科  目  名 受験番号  

 

日 本 語 

 

氏  名 

 

 

１次のひらがなの文章を、漢字・カタカナにできるところを漢字・カタカナにし、読みやすい日本語にしてください。（20点） 

 

どくさいせいじのもとではとっけんかいきゅうのそんざいはゆるさないのがりそうである。くんし

ゅのまえにはだいじんもちほうかんもしょうにんものうみんも、すべていちようなしんみんでなけ

ればならない。しかしながらくんしゅひとりですべてのせいじをやってゆくことはふかのうであ

る。どうしてもぼうだいなかんりょうそしきがひつようである。ただしこのかんりょうはたんにて

んしをたすけてじんみんのせいかつをほしょうするという、てんしのにんむをだいこうするだけの

ものである。くんしゅがじんみんのざいをじこのよくぼうのためにしょうひすることをつつしむよ

うに、かんりょうもまたじこのしよくのためにせいじをおこなってはならない。かんりょうはてん

しとじんみんのためにそんざいすべきもので、かんりょうじしんのためにそんざいしてはならない

のだ。 

ところが、じっさいもんだいとしてこれはひじょうにむつかしい。てんしからいにんされたけんげ

んがきょうだいなために、ともすればかんりょうはそれをじぶんじしんのためにりようしてじんみ

んのことはいっこうにかんがえないのみか、かえってじんみんをさくしゅしてしふくをこやすもの

がおおいのだ。かんりょうどうしがみっせつにれんらくをとって、たがいにじこのあくじをいんぺ

いしあい、そのかげにかくれてわいろをとったりこうきんをごまかしたりする。かんりょうどうし

がそうごにめんつをたてあって、けってんをかばいあうのがむしろびとくとさえされている。そこ

にてのつけられないかんかいのきふうというものがはっせいする。なかでももっともいけないのが

こうとうぶんかんしけんたるかきょのしゅっしんしゃである。 

 

 

２ 次の①～⑩の文には正しくない漢字の使い方をしているものが五つあります。その番号（①～⑩）を選び、 

正しくない漢字と正しい漢字を書いてください。（4点×5＝20点） 

 

①  正月の子の日に小松を引く   ② 新春に護摩を炊く 

③  じっと虚空を睨む       ④ 苦渋の決断を下す 

⑤ 春風が氷を解く         ⑥ 責任を転化する 

⑦ 借金を精算する        ⑧ 実も蓋もない話 

⑨ 趣味が嵩じる         ⑩ 「本日土曜丑の日」（平賀源内） 

 

３ 次の①～⑤の下線部の読みを書いてください。（4点×5＝20点） 

 

① 善行を嘉する 

② 序でにお越しください 

③  神仏に供物を捧げる 

④ 諸手を挙げて賛成する 

⑤「有為の奥山けふ越えて あさき夢みし酔ひもせす」（いろは歌） 

 

４ 次の①～⑤の下線部に該当する漢字を書いてください。（4点×５＝20点） 

 

①  故人をほうふつとさせる面差し   ② 子どもが落葉の山をけちらす 

③ 地獄のごうかに焼かれる      ④ 急にとんきょうな声をあげる 

⑤ 「さみだれを あつめて早し 最上川」（松尾芭蕉） 

 

５ 次の①～⑤の(  )に適切な言葉を入れて、常体と敬語表現のペアにしてください。(4点×5＝20点) 

     例：先生が、言った          ・先生が、（おっしゃ）った 

①  そろそろ帰ります         ・そろそろ（    ）します 

②  以前、会いましたね        ・以前、お目に（    ）ましたね 

③  お話しを聞いて理解しました    ・お話しを（    ）ました 

④  残念ですが、できません      ・残念ですが、いたし（    ）ます 

⑤  お電話があったと伝えておきます  ・お電話くださったことを（    ）ます  



       2025 年度大東文化大学大学院文学研究科書道学専攻入学試験      解 答  

 

  前期課程(春季入学試験)                              ２０２５年 ２月１５日 

科  目  名 受験番号 採 点 欄 

 

日 本 語 

 

氏  名 
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３ ①      ②  ③  ④  ⑤  

４ ①  ②  ③         ④  ⑤  

５ ①  ②  ③  ④  ⑤  

 

 

 

 

 

   

正しくない漢字 

正しくない漢字 

正しくない漢字 

正しくない漢字 

正しい漢字 

正しい漢字 

正しい漢字 

正しい漢字 

正しい漢字 



 

 

       令和７年度大学院  文学研究科  書道学専攻入学試験      解 答  

 

  前期課程(春季入学試験)                              令和 ７年 ２月＊＊日 

科  目  名 受験番号 採 点 欄 

 

日 本 語 

 

氏  名 

 

 

 

 

１ 

独裁政治の下では特権階級の存在は許さないのが理想である。君主の前には大臣も地方官も商人も農民も、

すべて一様な臣民でなければならない。しかしながら君主一人ですべての政治をやってゆくことは不可能で

ある。どうしても膨大な官僚組織が必要である。ただしこの官僚は単に天子を助けて人民の生活を保証する

という、天子の任務を代行するだけのものである。君主が人民の財を自己の欲望のために消費することを慎

しむように、官僚もまた自己の私欲のために政治を行ってはならない。官僚は天子と人民のために存在すべ

きもので、官僚自身のために存在してはならないのだ。 

ところが、実際問題としてこれは非常にむつかしい。天子から委任された権限が強大なために、ともすれば

官僚はそれを自分自身のために利用して人民のことは一向に考えないのみか、反って人民を搾取して私腹を

肥やすものが多いのだ。官僚同士が密接に連絡を取って、たがいに自己の悪事を隠蔽しあい、その陰にかく

れて賄賂を取ったり公金を誤魔化したりする。官僚同士が相互に面子を立てあって、欠点を庇い合うのがむ

しろ美徳とさえされている。そこに手のつけられない官界の気風というものが発生する。中でも最もいけな

いのが高等文官試験たる科挙の出身者である。 

 

（５２６字） 

 

所収先：宮崎市定『雍正帝―中国の独裁君主』 中公文庫 1996年 115−116頁 から一部改変して引用 
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３ ① よみ      ② つい ③ くもつ ④ もろて ⑤ うゐ 

４ ① 彷彿（髣髴） ② 蹴散 ③ 業火         ④ 頓狂 ⑤ 五月雨 

５ ① お暇（いとま） ② かかり ③ 承り ④ かね 

⑥  

申

し

伝

え 

 

 



2025年度大東文化大学大学院文学研究科書道学専攻入学試験       問 題  

 

  後期課程(春季入学試験)                              ２０２５年 ２月１５日 

科  目  名 受験番号  

 

日 本 語 

 

氏  名 

 

 

１次のひらがなの文章を、漢字・カタカナにできるところを漢字・カタカナにし、読みやすい日本語にしてください。（20点） 

 

どくさいせいじのもとではとっけんかいきゅうのそんざいはゆるさないのがりそうである。くんし

ゅのまえにはだいじんもちほうかんもしょうにんものうみんも、すべていちようなしんみんでなけ

ればならない。しかしながらくんしゅひとりですべてのせいじをやってゆくことはふかのうであ

る。どうしてもぼうだいなかんりょうそしきがひつようである。ただしこのかんりょうはたんにて

んしをたすけてじんみんのせいかつをほしょうするという、てんしのにんむをだいこうするだけの

ものである。くんしゅがじんみんのざいをじこのよくぼうのためにしょうひすることをつつしむよ

うに、かんりょうもまたじこのしよくのためにせいじをおこなってはならない。かんりょうはてん

しとじんみんのためにそんざいすべきもので、かんりょうじしんのためにそんざいしてはならない

のだ。 

ところが、じっさいもんだいとしてこれはひじょうにむつかしい。てんしからいにんされたけんげ

んがきょうだいなために、ともすればかんりょうはそれをじぶんじしんのためにりようしてじんみ

んのことはいっこうにかんがえないのみか、かえってじんみんをさくしゅしてしふくをこやすもの

がおおいのだ。かんりょうどうしがみっせつにれんらくをとって、たがいにじこのあくじをいんぺ

いしあい、そのかげにかくれてわいろをとったりこうきんをごまかしたりする。かんりょうどうし

がそうごにめんつをたてあって、けってんをかばいあうのがむしろびとくとさえされている。そこ

にてのつけられないかんかいのきふうというものがはっせいする。なかでももっともいけないのが

こうとうぶんかんしけんたるかきょのしゅっしんしゃである。 

 

 

２ 次の①～⑩の文には正しくない漢字の使い方をしているものが五つあります。その番号（①～⑩）を選び、 

正しくない漢字と正しい漢字を書いてください。（4点×5＝20点） 

 

① 正月の子の日に小松を引く    ② 新春に護摩を炊く 

③ じっと虚空を睨む        ④ 苦渋の決断を下す 

⑤ 春風が氷を解く         ⑥ 責任を転化する 

⑦ 借金を精算する        ⑧ 実も蓋もない話 

⑨ 趣味が嵩じる         ⑩ 「本日土曜丑の日」（平賀源内） 

 

３ 次の①～⑤の下線部の読みを書いてください。（4点×5＝20点） 

 

① 善行を嘉する 

② 序でにお越しください 

③  神仏に供物を捧げる 

④ 諸手を挙げて賛成する 

⑤「有為の奥山けふ越えて あさき夢みし酔ひもせす」（いろは歌） 

 

４ 次の①～⑤の下線部に該当する漢字を書いてください。（4点×５＝20点） 

 

①  故人をほうふつとさせる面差し   ② 子どもが落葉の山をけちらす 

③ 地獄のごうかに焼かれる      ④ 急にとんきょうな声をあげる 

⑤ 「さみだれを あつめて早し 最上川」（松尾芭蕉） 

 

５ 次の①～⑤の(  )に適切な言葉を入れて、常体と敬語表現のペアにしてください。(4点×5＝20点) 

     例：先生が、言った          ・先生が、（    ）った 

① そろそろ帰ります         ・そろそろ（    ）します 

  ② 以前、会いましたね        ・以前、お目に（    ）ましたね 

③ お話しを聞いて理解しました    ・お話しを（    ）ました 

④ 残念ですが、できません      ・残念ですが、いたし（    ）ます 

⑤  お電話があったと伝えておきます  ・お電話くださったことを（    ）ます  



2025 年度大東文化大学大学院文学研究科書道学専攻入学試験      解 答  

 

  後期課程(春季入学試験)                              ２０２５年 ２月１５日 

科  目  名 受験番号 採 点 欄 

 

日 本 語 

 

氏  名 
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３ ①      ②  ③  ④  ⑤  

４ ①  ②  ③         ④  ⑤  

５ ①  ②  ③ ④  ⑤  

 

 

 

 

 

 

 

正しくない漢字 

正しくない漢字 

正しくない漢字 

正しくない漢字 

正しい漢字 

正しい漢字 

正しい漢字 

正しい漢字 

正しい漢字 



         2025年度大東文化大学大学院文学研究科書道学専攻入学試験      解 答  

 

  後期課程(春季入学試験)                              ２０２５年 ２月１５日 

科  目  名 受験番号 採 点 欄 

 

日 本 語 

 

氏  名 

 

 

 

 

１ 

独裁政治の下では特権階級の存在は許さないのが理想である。君主の前には大臣も地方官も商人も農民も、

すべて一様な臣民でなければならない。しかしながら君主一人ですべての政治をやってゆくことは不可能で

ある。どうしても膨大な官僚組織が必要である。ただしこの官僚は単に天子を助けて人民の生活を保証する

という、天子の任務を代行するだけのものである。君主が人民の財を自己の欲望のために消費することを慎

しむように、官僚もまた自己の私欲のために政治を行ってはならない。官僚は天子と人民のために存在すべ

きもので、官僚自身のために存在してはならないのだ。 

ところが、実際問題としてこれは非常にむつかしい。天子から委任された権限が強大なために、ともすれば

官僚はそれを自分自身のために利用して人民のことは一向に考えないのみか、反って人民を搾取して私腹を

肥やすものが多いのだ。官僚同士が密接に連絡を取って、たがいに自己の悪事を隠蔽しあい、その陰にかく

れて賄賂を取ったり公金を誤魔化したりする。官僚同士が相互に面子を立てあって、欠点を庇い合うのがむ

しろ美徳とさえされている。そこに手のつけられない官界の気風というものが発生する。中でも最もいけな

いのが高等文官試験たる科挙の出身者である。 

 

（５２６字） 

 

所収先：宮崎市定『雍正帝―中国の独裁君主』 中公文庫 1996年 115−116頁 から一部改変して引用 
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３ ① よみ      ② つい ③ くもつ ④ もろて ⑤ うゐ 

４ ① 彷彿（髣髴） ② 蹴散 ③ 業火         ④ 頓狂 ⑤ 五月雨 

５ ① お暇（いとま） ② かかり ③ 承り ④ かね ⑤ 申し伝え 

 

 

 

 

 

 

 


